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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
側壁もしくは底板にふん尿の排出口を備えた上面を開放したハウジングと、該ハウジング
の上部に水平方向に配置された棒状支持体および該棒状支持体上に搭載されたペットの支
持板と、この支持板上を走行するよう配置され、前記支持板の端部に設けた駆動ローラで
エンドレスに回動可能としたふん尿搬送ベルト、および前記支持板の下方において、前記
ふん尿搬送ベルトに接触させて脱水可能とした水切りローラとを備えたふん尿搬送手段と
、前記ハウジング内において前記支持板の端部のふん尿下降位置に設けたシャワー手段と
、前記支持板の下方において、前記ふん尿搬送ベルトを消毒および乾燥可能とした殺菌乾
燥手段と、前記水平方向に配置されたペットの支持板の上にペットが容易に搭乗できるよ
う、前記ハウジングの上部に接合固定され、ハウジングの上部に向かって傾斜するアプロ
ーチ部とを備えていることを特徴とするペット用水洗トイレ。
【請求項２】
前記エンドレスに回動可能としたふん尿搬送ベルトは、前記支持板の下方の適宜位置にベ
ルトの緊張手段を備えていることを特徴とする請求項１に記載のペット用水洗トイレ。
【請求項３】
前記エンドレスに回動可能としたふん尿搬送ベルトは、微細な凹凸面を表面に形成された
シリコンゴムを含む軟質素材からなる表面を備えていることを特徴とする請求項１または
２に記載のペット用水洗トイレ。
【請求項４】
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前記ふん尿の排出口は、浄化槽ないし下水へ接続可能となっていることを特徴とする請求
項１ないし３のいずれかに記載のペット用水洗トイレ。
【請求項５】
前記ハウジングは、ふん尿の有無を感知してペットが用足しをしたかどうかを確認するた
めのセンサをペットの支持板の後方位置に設けてあることを特徴とする請求項１ないし４
のいずれかに記載のペット用水洗トイレ。
【請求項６】
前記ハウジングは、小さなペットが前記ふん尿搬送ベルトとハウジングとの隙間に侵入し
ないようにするための侵入防止体を、前記支持板の端部のふん尿下降位置に所定間隔で複
数突設してあることを特徴とする請求項１ないし５のいずれかに記載のペット用水洗トイ
レ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
この発明は、水洗機能付のペット用トイレに関するものである。
【背景技術】
【０００２】
従来のペット用水洗トイレとしては、特開２０１５－１９６６３号公報（特許文献１参照
）に示すような、ペットの散歩に使用するために片手で開閉でき、ロールペーパを内側に
介在させ、ベルトコンベアでロールペーパを送り糞受け箱で処理する。外側に取手、太陽
光パネルとペットボトル受け、音センサーを備えたペット用携帯トイレが知られている。
また、特開平６－３３５３３５号公報（特許文献２参照）には、犬・猫が入って排便する
傾斜した便受け面と、この便受け面の傾斜の下端に設けた排水口とを持つ便器と、この便
器の前端に直立した貯水タンクとの組み合わせからなり、貯水タンクから便器の縁の内部
を通って便受け面の傾斜の上端に開口部する洗浄水路を形成し、貯水タンクには正面に犬
・猫が便器に入ったのと出たのを検知するセンサーを設け、さらに貯水タンクの内部に所
定の水位まで給水する自動給水弁と、犬・猫が所定時間以上便器上にいて退去した後に排
水モーターを駆動して開弁する排水弁を組み込んだ、犬・猫用の自動水洗便器が記載され
ている。
【０００３】
またエンドレスベルトを使用したペット用トイレとしては、特開２０１０－６３４４７号
公報（特許文献３参照）には、コンベアベルトを回転させてベルト上にした糞を進行方向
先端に設けた糞収納器まで運び清掃する。さらに、ベルトに貼りつく糞は回転するコンベ
アベルトに糞取りベラを当てて剥がし清掃をする。２本の台車の間にトイレシートを敷い
て排尿を吸収する。糞収納器内の紙シートをコンベアベルトの下部まで敷きベルトと擦ら
れてベルト表面に付着の糞尿を拭き取る。電動清掃化に伴うリスクとして発生するペット
の安全性については、低速モーターの使用、Ｂ接点スイッチによる自動停止機能の設置、
糞収納器の自動開閉扉の設置を施してペットの安全を確保した。この発明品と電源の間に
は用途に応じてリモコンスイッチ、オリジナルタイムスイッチ等を利用し、その操作で稼
動をコントロールするようにしたものも知られている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２０１５－１９６６３号公報
【特許文献２】特開平６－３３５３３５号公報
【特許文献３】特開２０１０－６３４４７号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
以上のように、過去にペット用トイレの自動化も試みられているものの、ペットの確実な
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利用の確保、分解水洗い清掃ができる構造、衛生面の向上、特にペットのふん尿の悪臭の
解消などの点が解決されないことが課題となり実用化までには至っていない。
この発明は、従来技術の以上のような欠点を解消するためになされたものであり、非常に
衛生的でしかも悪臭の問題を解消したペット用水洗トイレの提供を目的とするものである
。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
すなわちこの発明のペット用水洗トイレは、側壁もしくは底板にふん尿の排出口を備えた
上面を開放したハウジングと、
該ハウジングの上部に水平方向に配置されたペットの支持板およびその棒状支持体、
前記支持板上を走行するよう配置され、前記支持板の端部に設けた駆動ローラでエンドレ
スに回動可能としたふん尿搬送ベルト、
および前記支持板の下方において、前記ふん尿搬送ベルトに接触させて脱水可能とした水
切りローラとを備えたふん尿搬送手段と、
前記ハウジング内において前記支持板の端部のふん尿下降位置に設けたシャワー手段と、
前記支持板の下方において、前記ふん尿搬送ベルトを消毒および乾燥可能とした殺菌乾燥
手段とを含むことを特徴とするものである。
【０００７】
この発明のペット用水洗トイレにおいて、前記ハウジング上部に水平方向に配置されたペ
ットの支持板は、ペットが容易に支持板上に搭乗できるように、前記ハウジングの上部に
接合固定され、ハウジングの上部に向かって傾斜するアプローチ部を備えていることをも
特徴とするものである。
【０００８】
この発明のペット用水洗トイレにおいて、前記エンドレスに回動可能としたふん尿搬送ベ
ルトは、前記支持板の下方の適宜位置にベルトの緊張手段を備えていることをも特徴とす
るものである。
【０００９】
この発明のペット用水洗トイレにおいて、前記エンドレスに回動可能としたふん尿搬送ベ
ルトは、微細な凹凸面を表面に形成されたシリコンゴムを含む軟質素材からなる表面を備
えていることをも特徴とするものである。
【００１０】
この発明のペット用水洗トイレにおいて、前記ふん尿の排出口は、浄化槽ないし下水へ接
続可能となっていることをも特徴とするものである。
【００１１】
この発明のペット用水洗トイレにおいて、前記ハウジングは、ふん尿の有無を感知してペ
ットが用足しをしたかどうかを確認するためのセンサをペットの支持板の後方位置に設け
てあることをも特徴とするものである。
【００１２】
この発明のペット用水洗トイレにおいて、前記ハウジングは、小さなペットが前記ふん尿
搬送ベルトとハウジングとの隙間に侵入しないようにするための侵入防止体を、前記支持
板の端部のふん尿下降位置に所定間隔で複数突設してあることをも特徴とするものである
。
【発明の効果】
【００１３】
この発明は以上のように構成したため、ペットが確実に利用するものとなり、また分解や
水洗い清掃が容易で、しかも衛生面の向上のみならず、ペットのふん尿の悪臭を解消した
ペット用水洗トイレを提供することができるようになった。
【００１４】
特に、水洗したふん尿は浄化槽や下水に流すことができるため、衛生面での貢献は非常に
大きなものである。
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【図面の簡単な説明】
【００１５】
【図１】この発明のペット用水洗トイレの１実施例を示す概略断面図である。
【図２】その側面図
【図３】ハウジング部分とふん尿搬送ベルト部分の分解斜視図である。
【図４】その組み付け状態を示す概略斜視図である。
【図５】（ａ）は微細な凹凸面を表面に形成されたシリコンゴムを含む軟質素材からなる
表面を備えたふん尿搬送ベルトの拡大概略側面図、（ｂ）はその拡大概略平面図である。
【図６】複数のパーツからなるふん尿搬送ベルトの連結状態を示し、（ａ）は隣接するパ
ーツの連結前の要部断面図、（ｂ）は隣接するパーツの連結後の要部断面図。（ｃ）は両
パーツをビス止めした状態の要部断面図である。
【発明を実施するための形態】
【００１６】
以下、この発明のペット用水洗トイレの実施の形態を図面に基いて詳細に説明する。
この発明のペット用水洗トイレは、各部品を収納するハウジング１１を備えており、該ハ
ウジング１１はその側壁１１ａもしくは底板１１ｂにふん尿の排出口１２を備え、かつ上
面に開口部１３を備えた開放構造となっている。その上で、底板１１ｂの部分は前記排出
口１２方向に向けて排水等が流れるように傾斜が付けられている。１１ｃは傾斜面の端部
において排出口１２と連通するように形成した排水溝である。なお、図において１４は前
記ハウジング１１の下面に取り付けた脚である。
【００１７】
次に、前記ハウジング１１に収納したふん尿搬送手段２１について説明する。
前記ふん尿搬送手段２１は、前記ハウジング１１の上部の開口部１３に対応する位置に水
平方向に差し渡された複数本の棒状支持体２３とその上に搭載されたペットの支持板２２
とを備えている。
またふん尿搬送手段２１は、前記支持板２２上を走行するよう配置されたふん尿搬送ベル
ト２４を備えている。このふん尿搬送ベルト２４はエンドレスであり、前記支持板２２の
両側と前記ハウジング１１の前端側および後端側の下部に配置したそれぞれローラ２５ａ
～２５ｄに支持されて回動するようになっている。特に前記ハウジング１１の前端側のロ
ーラ２５ａは別途ハウジング１１の側面に配置した制御部１５に内蔵したモータ（図示せ
ず）を駆動源とする駆動ローラであり、その他のローラ２５ｂ～ｄは従動ローラである。
【００１８】
また２６は、前記支持板２２の下方において前記ふん尿搬送ベルト２４に接触させて脱水
するための水切りローラ、２７は前記ふん尿搬送ベルト２４の適宜位置に配置してベルト
を押し引きし、ベルトの張力を調整するための緊張手段である。
【００１９】
前記ハウジング１１内には、前記支持板２２の端部のふん尿下降位置にシャワー手段２８
が設けてあり、前記ふん尿搬送ベルト２４の上に用足しされたペットのふん尿は、前記ふ
ん尿搬送ベルト２４の下降位置においてシャワー手段２８により洗い流される。図におい
て３２は、ふん尿の有無を感知してペットが用足しをしたかどうかを確認するためのセン
サ、３３は小さなペットが前記ふん尿搬送ベルト２４とハウジング１１との隙間に侵入し
ないようにするために前記ハウジング１１に所定間隔で複数突設した侵入防止体である。
その後、前記排水溝１１ｃに流し落とされたふん尿は、排出口１２を経由して浄化槽ない
し下水に排出されるため、ペットのふん尿の悪臭等は家屋内等において放散されることが
ない。
図において２９は、前記支持板２２の下方において、前記ふん尿搬送ベルト２４を消毒可
能とした殺菌手段、３０は乾燥可能とした乾燥手段である。
【００２０】
前記ハウジング１１の上部に水平方向に配置されたペットの支持板２２は、ペットが容易
に該支持板２２上に搭乗できるように傾斜したアプローチ部３１を備えている。なお、こ
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のアプローチ部３１は、前記ハウジング１１を開口部１３の前方に向けて傾斜させ、その
上面をシリコンゴムを含む軟質素材からなる表面を備えたものとしたものである。
もちろん、前記エンドレスに回動可能としたふん尿搬送ベルト２４も、微細な凹凸面を表
面に形成されたシリコンゴムを含む軟質素材からなる表面２４ａを備えている。
【００２１】
図５および図６に、シリコンゴム製のふん尿搬送ベルト２４の具体的な例を示す。
図５（ａ），（ｂ）の例に示すように、ふん尿搬送ベルト２４は表面に微細な凹凸２４ｂ
が密集するように形成されている。図ではふん尿搬送ベルト２４の長さ方向に向かって３
列の凹凸が繰り返して配置され、３列の凹凸２４ｂの間には縦溝２４ｃが介在させてある
。
したがって、ペットのふん尿が前記ふん尿搬送ベルト２４上に放出された場合には、凹凸
２４ｂ上に保持されつつ前記ふん尿搬送ベルト２４の下降位置においてシャワー手段２８
により洗い流され、前記ふん尿搬送ベルト２４上から無理なく流し落とされるばかりか、
前記縦溝２４ｃの存在によって前記ふん尿搬送ベルト２４上からのふん尿の排出がより確
実なものとなる。
【００２２】
図６においてふん尿搬送ベルト２４を所定の長さに組み付ける場合について説明する。
ずなわちこの例において、複数のパーツからなるふん尿搬送ベルト２４は、図６（ａ）の
ように複数のふん尿搬送ベルト２４のパーツを準備し、図６（ｂ）のように高さを違えた
連結片２４ｄを組み付けた上、図６（ｃ）のように連結片２４ｄをビス止めしたものであ
る。
【００２３】
この発明は以上のように構成したため、ペットが確実に利用するものとなり、また分解水
洗い清掃が容易で、しかも衛生面の向上のみならず、ペットのふん尿の悪臭を解消したペ
ット用水洗トイレを提供することができるようになった。
特に、水洗したふん尿は浄化槽や下水に流すことができるため、衛生面での貢献は非常に
大きなものである。
【００２４】
この発明は以上のように構成したため、ネコや犬等のペットが確実に利用するペット用水
洗トイレとなるが、ネコや犬等以外のペットや動物等の利用する水洗トイレとしても適用
できることはいうまでもない。
【符号の説明】
【００２５】
１１　ハウジング
１１ａ　側壁
１１ｂ　底板
１１ｃ　排水溝
１２　排出口
１３　開口部
１４　脚
１５　制御部
２１　ふん尿搬送手段
２２　支持板
２３　棒状支持体
２４　ふん尿搬送ベルト
２４ａ　表面
２４ｂ　凹凸
２４ｃ　縦溝
２４ｄ　連結片
２５ａ　駆動ローラ
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２５ｂ～２５ｄ　従動ローラ
２６　水切りローラ
２７　緊張手段
２８　シャワー手段
２９　殺菌手段
３０　乾燥手段
３１　アプローチ部
３２　センサ
３３　侵入防止体

【図１】

【図２】

【図３】
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【図６】
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